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歴史には、かならず表と裏があります。
その両方の面から、時代を知らなけれなければ、真実は見えて来ません。

「歴史とは、現在と過去の対話である」エドワード・ハレット・カー の名言です。

「勝海舟の会」は、全国初の勝海舟に関する唯一のファン組織として
2013年6月15日発起され、準備期間を経て、
いよいよ、2014年2月1日に結成記念パーティーを開催し、正式にスタート致します。

坂本龍馬に関するファン組織は全国に400以上もあるそうですが、
これまで勝海舟に関するファン組織はゼロでした。勝海舟を斬りに行って、
説き伏せられた坂本龍馬が、師と仰いでしまった勝海舟。この師弟関係を知らなければ、真実は見えて来ません。

1868̶1869年（明治元年̶2年）の鳥羽・伏見の戦いで始まった「戊辰戦争」は、世界に類のない、
犠牲者の少ない近代革命でした。ここから、日本の近代化転換期はスタートしました。
その戊辰戦争の中での「江戸城無血開城」は象徴的な出来事です。徳川幕府の江戸城を攻め潰すためにやって来た、
西郷隆盛・官軍に対峙接見し、勝海舟は、幕府の対応窓口として西郷と命を賭けた交渉を行い、
江戸東京を守り、100万人以上の江戸町民を戦火から救うという偉業を成し遂げました。
そして、江戸東京を攻め潰しにやって来た西郷隆盛の銅像が、上野に建立されたのが、116年前の明治31年。
江戸東京を守り「江戸城無血開城」を果たした勝海舟の銅像が、墨田区役所横に建立されたのが、
11年前の平成15年（2003年）7月21日「海の日」。市民グループ「勝海舟の銅像を建てる会」によるものでした。

この逆評価で片手落ちとも思える銅像建立の経緯を知らなければ、東京都民として恥ずかしい事かもしれません。
幕末の幕府側キーパーソンとして、江戸東京の救世主・勝海舟という人物にスポットを当て、
江戸東京の町を命がけで戦渦から守った勝海舟を再確認し、日本近代の歴史をもっと知り楽しみたい、
という意見で集参した会員で「勝海舟の会」は、構成されます。
名誉会長に勝海舟曾孫（ひまご）・勝康氏、名誉顧問に勝海舟玄孫（やしゃご）・高山みな子氏を配し、
2014年2月1日に結成記念パーティーを開催致します。

歴史には、かならず表と裏があります。
その両方の面から、時代を知らなけれなければ、真実は見えて来ません。

「歴史とは、現在と過去の対話である」エドワード・ハレット・カー の名言です。

「勝海舟の会」は、全国初の勝海舟に関する唯一のファン組織として2013年6月15日発起され、準備期間を経て、
いよいよ、2014年2月1日に結成記念パーティーを開催し、正式にスタート致します。

坂本龍馬に関するファン組織は全国に400以上もあるそうですが、これまで勝海舟に関するファン組織はゼロでした。
勝海舟を斬りに行って、説き伏せられた坂本龍馬が、師と仰いでしまった勝海舟。
この師弟関係を知らなければ、真実は見えて来ません。

1868̶1869 年（明治元年̶2 年）の鳥羽・伏見の戦いで始まった「戊辰戦争」は、世界に類のない、犠牲者の少な
い近代革命でした。ここから、日本の近代化転換期はスタートしました。
その戊辰戦争の中での「江戸城無血開城」は象徴的な出来事です。徳川幕府の江戸城を攻め潰すためにやって来た、
西郷隆盛・官軍に対峙接見し、勝海舟は、幕府の対応窓口として西郷と命を賭けた交渉を行い、江戸東京を守り、
100万人以上の江戸町民を戦火から救うという偉業を成し遂げました。

明治31年、元薩摩・長州藩中心の明治新政府において、宮内省より500円（現代の100～120万円）を下賜され、
全国2万5千人余の有志の寄付金で、上野に西郷隆盛の銅像が建立されたのが、
116年前の明治31年（1898年）12月18日。

江戸東京を守り「江戸城無血開城」を果たした勝海舟の銅像が、市民グループ「勝海舟の銅像を建てる会」によって
墨田区役所横に建立されたのが、11年前の平成15年（2003年）7月21日「海の日」。

東京都民は、この片手落ちとも思える銅像建立の経緯を知らなければ、都民として恥ずかしい事かもしれません。
幕末の幕府側キーパーソンとして、江戸東京の救世主・勝海舟という人物にスポットを当て、
江戸東京の町を命がけで戦渦から守った勝海舟を再確認し、日本近代の歴史をもっと知り、楽しみたいという意見で
集参した会員で構成されています。
名誉会長に勝海舟曾孫（ひまご）・勝康氏、名誉顧問に勝海舟玄孫（やしゃご）・高山みな子氏を配し、
2014年2月1日に結成記念パーティーを開催致します。

各種イベントなどを通じて情報交換を行いながら、全国に会員を募り、会の推進拡大を計り、
会員みなさまとご一緒に全国各地にある勝海舟ゆかりの地を訪れます。
ご興味がおありの方は、別途の「勝海舟の会」参加お申込み用紙にて、ご参加手続きください。
日本の幕末近代史をご一緒に遊び感覚を大切にしながら、見て、知って、楽しみましょう。

※注 1）E・H・カー（Edward Hallett Carr, 1892年6月28日ー1982年11月3日）は、元政治学者で、外交官であり、イギリスの歴史家です。
※注 2）世界に類を見ない近代革命・戊辰戦争。幕末・維新の戊辰戦争は、まさしく日本における近代化革命でした。長州・薩摩の官軍側から

見た幕末と、徳川幕府を残すため奮闘した側から見た幕末。その両側に共通していた「欧米列強の植民地とならないための日本の護り
と近代化」。東アジアにおける情勢変化から、短期間でまったなしの変革を遂げなければならない日本。中央集権独立国家確立のため
の急速な体制変化で、被害を被る旧来の諸藩武家の利害。18～19世紀の世界各国で起きた近代化革命という名のつく、主な革命での
犠牲者数は、フランス革命200万人、ロシア革命200万人。明治維新とほぼ同時期（1861ー1865年）に起きたアメリカ・南北戦争
の死者は62万人。ところが、明治維新では、戊辰戦争で約1万3000人、西南戦争で1万2000人。無血革命とは呼べませんが、比
較にならないほど犠牲者数の少ない静かな革命でした。

「勝海舟の会」結成発足記念 パーティー ご案内
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�e Premium Ceremony � Inaugural Party for Kaishu Katsu Memorial New Association～ The Infomation～

内容：勝海舟生誕の地見学→吉良邸跡見学→（時津風部屋）通るのみ→
　　  イタリアン・レストラン吉良亭（イベント会場）

日時：平成26年2月1日 (土 )
時間：10時 45分　両国駅東口改札集合

※イベント会場へ直行される方は、11時30分に「吉良亭」へお越し下さい。
ＪＲ総武線両国駅東口前の横綱横丁を入り約50メートル右側。両国駅東口から徒歩1分。
「勝海舟の会」名で予約してあります。２階を貸し切りで押さえましたが、先着40名です。
事前のお申し込み順です。お申し込み・お問い合わせは、勝海舟の会・会長　瀬古茂二郎
携帯番号：090-5536-1881　メール・アドレス：seko@pricingjp.com　まで

（イタリアン・レストラン昼食付き）

アクセス

TEL：050-5513-9543　http://r.gnavi.co.jp/e879500/

JR総武線
両国駅両国駅

東口東口
会費：3,000円
終了：14時 00分
会場：レストラン吉良亭


